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	スライド 1: ３　いじめの防止のための手立て 　○　自己肯定感（self-esteem：セルフ・エスティーム）を高める指導     ・　みつば小学校らしい「児童主体の行事」「縦割り活動」を継承していくことで、「達成感」を味 　　　わわせるとともに、リーダーシップを育て、児童のよさを評価する場面を増やす。 　　・　学級内では個々に役割を持たせ、集団への所属感を味わわせる。ほめる指導を基本にし、指導し 　　　た場合は必ずその児童のその後の変容を見届け評価する。 　○　児童理解と観察 　　・　朝の会などで、い
	スライド 2: 　　・　学校運営協議会や自治会・PTAなどと連携し、健全な児童の育成に努める。 　　・　光陵ブロックの学校におけるいじめ防止の活動について、各校の情報を交換して連携を密にし、 　　　地域一体となったいじめ防止を目指す。 　　・　学校内で解決できない事柄については、瀬戸市教育委員会に設置された第三者委員会に支援を依 　　　頼する。   ○  道徳教育の充実 　　・　道徳、教科指導全般において「思いやりの気持ち」を育てる指導に努める。     ・　「いじめを許さない、見逃さない感性」が育つよう

